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中高生の英語力を測るアセスメント・検定

リアルな

英語使用場面

タスクベース

の課題解決

CEFRレベル

CAN-DO
対応

学習指導要領

(例)訪日した留学生
の教室でのやりとり

(例)外国での先生と
の授業中のやり取り

CEFRにおいて各技能・各レベルの
CAN-DOに書かれている力を測定

与えられた情報から
思考・判断し
更に表現する
（行動する）

ＧＴＥＣ

知識・技能がベース

「使える英語」の力を思考力・判断力・表現力にわたって測定する英語４技能検定。
学習指導要領が求める言語活動（語彙・表現等）を基本とし、CEFRのCan-Doに基
づき、想定し得る英語使用場面を想定した課題解決型のテスト。
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学校における英語４技能指導の促進

目標

指導

評価

検証

CAN-DO形式の学習到達目標
の策定
「英語で何ができるか」という
記述で学習到達目標を設定する。

評価の改善
ペーパーテストのみの評価で
はなく、パフォーマンス評価
などを効果的に取り入れる。

学校において、学年全体の英語力
を細かく分析し、指導効果を検証

CEFR→CAN-DO

特に新課程においては、発信技能において
学校内での評価がより行われるようになる。
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新教育課程におけるテスト活用

校内評価
（定期テスト、パフォーマンステスト）

外部評価
（「GTEC」）

出題内容
単元ごとに目標とする資質・能力を測定することに

焦点を当てた出題

学習指導要領の趣旨に沿った形で、

身につけた英語運用力を技能別に出題

評価の特徴 単元ごとに学校が定めた力に焦点を当てた評価
絶対評価のスコア型で、CEFR-J対照

4技能総合力・技能別に評価

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄの
評価基準

強調したい観点に絞り、シンプルに設計

（各回のルーブリックでは2~3観点、3段階程度）

W：７観点最大９段階の観点別評価

S：３観点最大５段階の観点別評価

生徒にとっての
価値

・授業で学習した内容の成果がわかる

・成長実感が持てる（特に定性的な側面も）

・英語を「覚える」→「使う」を意識しやすい

・成長実感が持てる（特に定量的な側面）

過去の自分と比較した成長を数字で感じられる

・社会で求められる英語力や大学入試で求められ

る英語力など、客観的指標でわかる

先生にとっての
価値

・各校で設定した力をダイレクトに評価できる

・英語を「覚える」→「使う」へ意識を変えやすい

・客観的な基準で生徒状況を把握でき、校内の計画

（指導と評価）検証ができる

・総合力を測定するうえで、作問負荷軽減

特に新課程で必要となる「学習支援としての評価」において、
校内評価×外部評価で学習効果を高めることができる
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新教育課程におけるテスト活用

新課程において「聞く・読む・話す・書く」をバランスよく指導していくことが求
められる中、トータルスコアと各技能スコアでの英語力伸長を的確に測定できる。
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GTEC アセスメント版の新実施方式

実施方式に

『学校PC・タブレットを利用した受検』を追加

➢ アセスメント版において、学校の1人1台端末等をご利用いただき、学校のインターネット
に接続のうえ、WEB上でSpeakingテストを受検できる実施方式を選択。
（上記の表：アセスメント版 学校端末利用方式）

➢ アセスメント版 学校端末利用方式の場合、ベネッセ端末利用方式よりも費用が安価。
➢ お申込み時にどちらの方式かを選択していただきます。混在実施はなし。

アセスメント版
【現行方式】

ベネッセ端末利用方式

【新方式】

学校端末利用方式

専用タブレット
最大50台+予備を送付

学校のPC・タブレットを利用
（専用タブレットの送付なし）今年度追加
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GTEC アセスメント版の新実施方式

現行方式（ベネッセからの専用タブレット発送）

新実施方式（学校１人１台端末を利用した受検）

試験実施 資材返送

カウント・
梱包

配布・実施・回収・移動

学校における端末整備が進む環境変化に伴い、学校端末での試験実施をスタート。
『現行方式』 もしくは 『新実施方式』 のどちらかを学校が選択できる状態。

資材到着

開梱・
カウント

お申込み

時期の確定

事前準備

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ回転等
時間割の調整

試験実施 資材返送

カウント・
梱包

資材到着

開梱・
カウント

事前準備

環境チェック
実施規模検討

お申込み

実施期間・
規模の確定

配布・実施・回収
※学校のPC・タブレットを利用
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安定したテスト受験の実現
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安定したテスト受験の実現

『受検環境チェックツール』を活用。
画面の指示に従い操作をすると、利用している端末・環境での受検可否を確認する。
試験当日に安心・安全に受検できる環境を整える。
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安定したテスト受験の実現
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グローバル・英語教育の考え方

近い将来、テクノロジーが技術的特異点に到達し、現在の仕事の多くがコンピューターに取って代わら

れる可能性が高い世界に変化していきます。そして、世界の人口は100億人を突破し、平均寿命も100歳ま

で延び、従来の社会経済システムでは立ち行かない状態となります。

その時に、社会に出て、日本をそして世界を支えるのは、いまの生徒・学生であることは言うまでもあ

りません。これから世界を生きる人たちは人類の営みに欠かせないエネルギー・食糧の問題、そして年々

進行する気候変動への対応などのこれまでの歴史になかった多くの課題に直面し、不確実性の高い社会の

中で、生き抜き未来を支えていかなければならないと認識をしています。そして新型コロナウィルスの存

在は人間生活そのものを変えつつあり、その中でオンラインコミュニケーションの発達によって世界のグ

ローバル化は形を変えて加速度的に進んでいくと考えています。

これからの未来を支える生徒・学生、グローバル化が進む社会で生き抜き、より良い人生を送っていく

ためには、世界の人たちと主体的に関わり協働していくことが必要になります。日本語はもちろん、世界

共通語としての英語を使って相手の考えを理解し、自分の意見を表現することで合意形成を行い、ひいて

はグローバルな社会課題を解決していく力が必要だと考えます。

私たちは、英語教育に寄り添い、未来を切り拓くために必要な「英語コミュニケーション能力」を高め

ていく学びと、それを通した生徒の成長を実現するために、学校・先生を応援する存在でありたいと思っ

ています。




